















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































る﹂と、いくつかの要素が総合されたも と される と考えられます。　
ひとつの食材が、一つの単語であると考えてみましょう。これが他の

































































































































































































































































































































































煮込みや黒っぽい料理は、実際に美味 かったとしても避けられる傾向にあります。料理を味わう際にも、ヴィジュア の持つ要素がおそらく今までなかったほど 大きくなっているのではないかと思います。　
私は何年か前にイタリアに一年間住んでいましたが、その時に、イタ









































が、実際の料理を毎日作って食べてもらうわけには かないので、その代わり 展示スペースに、嗅覚、香りという要素 入れていくのは悪くないのではと思いました。　
そこで、トリエンナーレの招待作家の出身地方で使われているスパイ



























































誌が﹁八丁味噌とネオおでんの可能性について記事を書 ほしい﹂と依頼してきました。そこで、日本人のシェフと何を作ろうかと話してたときに、彼が言っ のは、おでんというのは調理法としてはポトフに近いのでは、おでんはフランス語に翻訳したらポトフである、と。ではおでんは味噌を使うんだから、ポトフ 味噌を入れたらどうな か 考え、



















































































ポジティブなのかネガティブなのか、ど な社会階層の人 食べている料理なのか、そこまでを伝え のは簡単ではありません。料理名の翻訳 難しさ　
具体例を挙げましょう。私は去年あるフランスの現代作家の作品を訳

























































































































































































す。しかし、それはその食材に味がないのか、 と 味はあ に自分が感じることができない か、この二つの問題がある 思います。　
あるものが見えないとき、それはもの ないのかそれ も自分たちが







































































































































































































































































































































































































































れてしまうことになります。それは言葉の世界 言えば 意 がな 文章は文章ではない 考えてしまうか、大し 意味は持たないが詩のように音が美しい、文字の連なり 見ていて楽 い文章にも存在
意義がある
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40年前に Publications Orientaliste de 
France （フランス東洋学出版局） より刊
行されたルネ・シフェールによる最初
の仏訳 Éloge de l’ombre。2011年以降は
フランスの人文系学術出版社 Éditions 
Verdierが出版を引き継いでいる。
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